
株式会社ユーコム
管理部 部長 金子 弘 様

◼ 設立 ：1969年

◼ 業種 ：レントオール事業、イベント会場設営、イベント機

材レンタル、看板、サイン製作、ディスプレイ業、

再生加工事業

◼ 従業員数：164名（取材当時）

◼ 利用会場：東京校

◼ エンカレッジご導入：2010年3月～

COMPANY PROFILE



導入
背景

長時間労働、新人受け入れ体制の未整備により、若手の離職率が課題に。

労働時間を短縮するために、属人的だったノウハウを標準化し、生産性を

向上させる必要が出てきた。業務の標準化を目指し、エンカレッジを導入。

運用
方法

評価制度とエンカレッジを連動。

組織目標達成や成長に必要な講座の年4講座受講することをルール化。

成果
詳細

組織標準化の講座を受講。マニュアルを作成するなど、受入れ体制を整えることが

できた。また、限られた時間の中で最大の生産性を上げようと知恵を絞ってくれたことで、

社員自身も成長。仕事の質は変えず、売上を維持したまま労働時間を32％削減。

結果的に、若手の離職率も23pt改善した。

課題

・ ハードワークな環境、若手の教育体制無し

・ 入社3年以内の若手社員の離職率が40％…

成果

・ 32％（一人あたり約23時間/月）の労働時間削減

・ 3年離職率が23pt（40％⇒17％）の改善

導入から成果が出るまで

まとめ

詳細インタビュー
過去開催のエンカレッジアワード（成果表彰会）からご紹介



―業績は好調、課題などなかったのでは？

社長をはじめ営業叩き上げの創業初期メンバーが、これ

までの基盤を作ってきました。がむしゃらに走り続けることで、

売上を伸ばしてきましたが、

一方で会社には疲弊感が漂っていました。

例えば、仕事を取ってきた営業が自分で倉庫から備品を

出し、車を運転し、現場にも行き・・・と繰り返しているうち

に、今日が何日かがわからなくなってしまうような、当時は

そんなモーレツな働き方をしていました。常に目の前の仕

事に120％だったので、新しいインプットができない。休日

はくたくたに疲れて眠るだけ。そんな状態になっていました。

―社員から不満はでなかったのですか？

仕事に対するやりがいは、皆、感じていたと思います。た

だ、その瞬間は達成感、やりきった気持ちになりますが、

「この先もずっとこうなのか」という不安はあったのではないか

なと思います。将来性もある会社だけど、このままでは身も

心も続かない…と。

更に、若手を育てる側の体制も出来ていませんでした。

「背中見て覚えろ」的な風土もあったのも事実です。労働

環境云々というより、当時の既存社員は自分のことで精

一杯でした。

結果的に入社3年以内の新入社員の離職率は40％。

いよいよ、労働時間を減らさなければならないと感じました。

―とはいえ、売上を維持しつつ労働時間を減らさなけれ

ば、というのは、トップにとってかなりの英断だったと思い

ます。

むしろ、社長は「売上を下げてでも労働時間を減らそ

う」としていました。若手の離職率が高いことを課題視した

ためです。

労働時間を削減するという決断
現場を巻き込み、これだけ採用活動や入社者の受け入

れにパワーを割いたにも関わらず退職をしていってしまって

は、結果的に新卒採用を始めたことがマイナスになってしま

うのではないか。そう考えたのでした。

そこでまずは強制的に時間をコントロールするところから

始めました。「21時退勤」をルールとして導入。時間になっ

たらオフィスの鍵を持っている上司が「21時だぞ」と電気を

消して帰ろうとするぐらい強制力をもって運用しています。

またこの頃から、これまで受注してきた人がワンストップで

対応していた一人何役のスタイルも廃止し、営業・施

工・・・と役割ごとの分業制にし、チームで仕事をするように

組織も変えていきました。

―労働時間短縮の動きはすぐに波及したのでしょう

か？

キーになったのが、各課長の動きです。当社では、年間

活動計画を各課長が立てています。課長クラスにも権限

をもたせ、自分の組織を楽しく盛り上げようという狙いです。

その課長層が、月にどれくらいのミーティング数が妥当か、

NO残業デーをいつに設置するのか？などを年間計画に

落とし込んで発表をしてくれました。またその計画の中には、

エンカレッジ受講も組み込まれていました。(図1)

―エンカレッジを組み込まれた意図を教えてください。

労働時間の短縮のために、ノウハウを標準化する必要

がありました。以前、「あの仕事はその人じゃないとわからな

い」ということが問題視されたことがありました。

エンカレッジ受講
(全課員)

四半期
1回受講

四半期
1回受講

四半期
1回受講

四半期
1回受講

・課員は課長と面談し決定
・課長は部長にて選定

図1 年間活動計画へエンカレッジ受講を組み込み！

業務平準化による生産性向上



そんな時、エンカレッジの『個別ノウハウを標準化するヒン

ト』の講座を先輩方が受講してきてくれました。どうやって

自分のノウハウを若い人たちに教えたら良いか、考えてくれ

まして。そこから「マニュアル作らなきゃ！」と提案をくれまし

た。

「ゼロから教えてください」というのは時間もかかるし忙しい

となかなか聞きづらいですが、マニュアルに起こされていると

「ここがわからない」とピンポイントで聞きやすいですし、その

意味でも効率的になりました。

このような事例もありましたので、全体でエンカレッジを受け

ることが課内の活性化につながると、課長は考えたのだと

思います。

―評価制度とエンカレッジも紐付けていらっしゃると聞い

ています。改めて教えてください。

評価制度は3年前、エン・ジャパンに依頼をして設計を

しました。ユーコムの行動指針はミニブックにして社員は大

切に持ち歩いています。評価ガイドがあることに加え、評

価者がエンカレッジの「人事評価の心得」をあわせて受

講することにより、評価のばらつきが出にくくなりました。

また、各自年四回エンカレッジを受講するルールになってい

ますので、本人の希望がなければ、評価面談のときに課

長から講座をすすめます。

一億総活躍時代。働き方、生産性に関して頭を抱える企業様は非常に多くいらっしゃいます。

単に働く時間を短くしてラクをするということではなく、当然ながら業績も求められています。そんな中、14年連続で

ダスキンのFC最優秀加盟店NO.1に君臨。ハードワークから脱却し、更に生産性を上げ、かつ社員満足を維持

しているユーコム様の取り組みは、ぜひマネをしたいですね！

他にもプロジェクトを任せたり、後輩を任せたりするタイミ

ングでエンカレッジをセットで受講させています。評価の指

標がカッツモデル型になっており、エンカレッジの講座とバッ

チリ紐付いているので、すごくすすめやすいんです。「今期

の注力がここだから、じゃぁエンカレッジはこの講座を受講し

よう」と言いやすいようです。 (図2)

―労働時間の削減も、沢山の小さな取り組みの積み重

ねが功を奏しているように感じます。非常に一貫してい

らっしゃいます。当たり前にできることではないですね。

「売上を下げてでも労働時間を減らそう」と、取り組みを

始めましたが、最終的には取り組みを始める前と比べて売

上を変えずに、一人あたり平均約23時間/月(全体で

32％)の労働時間削減に成功しました。将来的な不安

がなくなってきたのか、嬉しいことに入社3年までの若手社

員の離職率も17％に下がっています。単に帰る時間を

早めたというわけではなく、仕事の質は変えず、売上を維

持したまま労働時間を短縮できたことが今回の成果だと

感じています。

労働時間を減らすことは、必ずしも売上を減らすことには

つながりません。

むしろ、この取り組みにより、社員が限られた時間の中で

最大の生産性を上げようと知恵を絞ってくれたことで、社

員自身も成長したと思います。

評価制度とエンカレッジを連動

図2 ユーコム様行動指針とエンカレッジ講座一覧


